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代表取締役会⻑ CEO 御手洗冨士夫

資 績 び 情 づ が本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で⼊手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、
潜在的なリスクや不確実性が含まれています｡そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は記述されている将来⾒通
しとは⼤きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。



グローバル優良企業グループ構想 Phase Ⅴ

＜基本方針＞

戦略的⼤転換を果たし、
＜基本方針＞

戦略的⼤転換を果たし、
新たなる成⻑に挑戦する新たなる成⻑に挑戦する

＜主要戦略＞＜主要戦略＞
1. 原価率45％の実現
2. 新規事業の強化拡⼤
3 全世界販売網の再構築3. 全世界販売網の再構築
4. オープンイノベーションによる研究開発
5. 世界三極体制の完成
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初年度2016年の成果
新規事業新規事業
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現⾏事業現⾏事業現⾏事業現⾏事業

2新規事業の４つの柱が出揃う新規事業の４つの柱が出揃う



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策

■2017年目標■■2017年目標■
「改革を加速し「改革を加速し、

戦略的⼤転換を強⼒に推進する」戦略的⼤転換を強⼒に推進する」
・現⾏事業の徹底強化・現⾏事業の徹底強化
・新規事業の強化拡⼤
・全世界販売網の再構築
・オープンイノベーションによる研究開発オ プンイノベ ションによる研究開発
・グローバル人材の育成
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Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜商業印刷＞新規事業の強化拡⼤ ＜商業印刷＞

オフセット印刷からデジタル印刷へ パッケージ印刷の拡⼤

<総印刷ボリューム 90兆円>

14%
18%

デジタル印刷
オフセット印刷

<総印刷ボリュ ム 90兆円>

9%
14%

2010年年
2015年
2020年

4
(調査会社調べ)



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜ネットワ クカメラ＞新規事業の強化拡⼤ ＜ネットワークカメラ＞

【ネットワ クカメラ市場の成⻑⾒通し】 【ネットワ クカメラ利⽤の広がり】【ネットワークカメラ市場の成⻑⾒通し】

カメラ性能の進化カメラ性能の進化 映像解析技術映像解析技術＋

【ネットワークカメラ利⽤の広がり】

カメラ性能の進化カメラ性能の進化 映像解析技術映像解析技術＋

利 分 拡⼤利 分 拡⼤

ソリューション

アクセサリ
利⽤分野の拡⼤利⽤分野の拡⼤

広域監視広域監視 マーケティングマーケティング

アクセサリ

ビデオ管理ソフト等

都市監視

広域監視広域監視
集客調査

マ ケティングマ ケティング
NWカメラ本体

国境警備 ⾏動分析

5(調査会社調べ)
2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜ネットワ クカメラ＞新規事業の強化拡⼤ ＜ネットワークカメラ＞

下丸子本社でのテロ訓練 指定領域内の人数カウント

ハード・ソフトの両面を強化し、ハード・ソフトの両面を強化し、
付加価値の高いソリュ ションを提供付加価値の高いソリュ ションを提供
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付加価値の高いソリューションを提供付加価値の高いソリューションを提供



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜産業機器＞新規事業の強化拡⼤ ＜産業機器＞

<<有機有機ELEL蒸着装置蒸着装置>>当社当社 産業機器の売上推移産業機器の売上推移 <<有機有機ELEL蒸着装置蒸着装置>>
対応パネル基板サイズの⼤型化対応パネル基板サイズの⼤型化

<<当社当社 産業機器の売上推移産業機器の売上推移>>

G6G6ハーフハーフ

約90 従来比従来比cm 従来比従来比
約約44倍の倍の
⼤型化⼤型化G4.5G4.5ハーフハーフ 化化

150cm

2015年 2016年 2017年 7



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜産業機器＞新規事業の強化拡⼤ ＜産業機器＞

量産適⽤に向けて開発を進める量産適⽤に向けて開発を進めるスマートフォン向けパネルは、スマートフォン向けパネルは、1818年に年に 量産適⽤に向けて開発を進める量産適⽤に向けて開発を進める
ナノインプリント半導体製造装置ナノインプリント半導体製造装置

スマ トフォン向けパネルは、スマ トフォン向けパネルは、1818年に年に
有機有機ELELが液晶を逆転する⾒通しが液晶を逆転する⾒通し

(億ドル)
250 
(億ドル)
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200 

100

150 

ナノインプリント半導体製造装置

50 

100 

0 
年 年 年 年 年2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

8(調査会社調べ) マスクレプリカ製造装置



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜ヘルスケア＞新規事業の強化拡⼤ ＜ヘルスケア＞

世界的な人⼝増が成⻑をもたらす市場世界的な人⼝増が成⻑をもたらす市場

「安心・安全」分野への進出

＋

新しい医療事業のスタ ト新しい医療事業のスタ ト
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新しい医療事業のスタート新しい医療事業のスタート



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
新規事業の強化拡⼤ ＜ヘルスケア＞新規事業の強化拡⼤ ＜ヘルスケア＞

新生ヘルスケア事業の拡⼤に向けて新 ス ア事業 拡⼤ 向
– キヤノン独⾃の医療技術+東芝メディカルの研究開発⼒

臨床アプリの研究開発臨床アプリの研究開発
CTシステム

Ｘ線循環器システム

光超音波 遺伝子検査
超音波診断システム

MRIシステム
トモグラフィ

遺伝子検査 MRIシステム

10融合融合



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
現⾏事業の徹底強化現⾏事業の徹底強化

<売上総利益の推移> 新製品の投⼊<売上総利益の推移>
60.0%2.0

(兆円)
新製品の投⼊

50 0%1 5
(為替影響除く)

50.0%1.5

高付加価値製品の投⼊に
40.0%1.0

高付加価値製品の投⼊に
よる収益性向上

シェア拡⼤

<主要製品のシェア推移>30.0%0.5 売上総利益

拡⼤

レンズ交換式カメラ レーザープリンター
2015年 44%44% 44%44%

0 0

総利益率
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2016年 49%49% 45%45%20.0%0.0

12年 13年 14年 15年 16年



Phase Ⅴ ２年目の取り組みと重点施策
現⾏事業の徹底強化現⾏事業の徹底強化

⾃動化 内製化の進化⾃動化・内製化の進化
⾃動組⽴を前提とした設計 コストダウン⾃動組⽴を前提とした設計
キーパーツ/コンポーネントの内製化

+
独⾃技術の蓄積

12⾃社設計/製造のカメラ組⽴⾃動機



Phase Ⅴ 売上高及び売上構成比推移(〜2020年)

既存事業

Phase Ⅴ 売上高及び売上構成比推移(〜2020年)
(兆円) (%)

既存事業
新規事業 全社売上 平均 +6%

新規事業売上新規事業売上 平均平均 15%15%
4 40

新規事業売上新規事業売上 平均平均+15%+15%

2 20

13% 15%

新規事業構成比

0

新規事業構成比

13
2015年 2016年 2017年

見通し

2018年
見通し

2019年
見通し

2020年
見通し




